




本年度においては,昭和 55 年度にひきつづき,新生児期の運動および感覚の問題,さらにダ

ウン症児その他の心身障害児の早期療育の効果,および心身障害児の家庭環境および親子

関係には焦点をあわせて研究した。 

(1)藤原,藪田らは超低圧用圧力判別シートを用い陽性支持反射と立位の発達を定量的に'

検討した。今年度は心身障害児の研究に重点をおき,正常乳児と比較した。ダウン症児では

1歳に至るまで足圧量は 50%前後で経過し,足圧分布も母趾部に強かった。精神遅滞児では

足圧内側優位のパターンを示した。脳性麻癖児では病型により足圧分布に特徴がみられ,

片麻痺群では患側で母趾部優位の形をとり,痙直性四肢麻痺では両足とも母趾部及び内側

部優位を示した。こういった結果を正常児の足圧分布が足底全体とくに足蹠部に優位であ

るのと対比して特徴がみられ,運動発達とくに立位の発達にかたよりのあることが明らか

にされた。 


